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 新型インフルエンザによって当院

も大変な毎日になっています。そ

んなこともあり今回は、感染症や

身体で起こっている炎症や侵襲と

栄養について考えて

みたいと思います。

栄養の指標としての

ｱﾙﾌﾞﾐﾝと感染症の関係をみると感

染症が遷延してる患者では、ｴﾈﾙ

ｷﾞｰ投与量を増やしても、血清ｱﾙ

ﾌﾞﾐﾝ値は増加せず、栄養状態の改

善も見られないことがよくあります。

これは蛋白代謝の視点から栄養

療法の限界として 

①栄養障害は基礎疾患がもたら

す二次的結果であり、栄養障害の

程度が基礎疾患の重症度を反映

している.。 

②感染を含め侵襲が加わった生

体で異化を亢進させる要因は、ｴﾈ

ﾙｷﾞｰ投与量の不足ではなく、放出

されたｽﾄﾚｽﾎﾙﾓﾝ・炎症性ｻｲﾄｶｲﾝ

である。といわれています。 

本来、異化とは侵襲を 乗り越え

生き延びるために「内因性ｴﾈﾙｷﾞ

ｰ」を供給する生理的な生体反応

とされ、栄養療法とは「外因性ｴﾈﾙ

ｷﾞｰ」の投与と定義されます。異化

を規定するものはｽﾄ

ﾚｽﾎﾙﾓﾝ・炎症性ｻｲ

ﾄｶｲﾝであり、この放

出量に応じて異化は

亢進し、内因性ｴﾈﾙｷﾞｰの供給が

増加します。また、肝臓では炎症

性蛋白の合成にｽｲｯﾁが入り、ｱﾙ

ﾌﾞﾐﾝの合成が犠牲

にされることになり

ます。栄養療法と

しての外因性ｴﾈﾙｷﾞｰ投与は、飢

餓状態に起因するｽﾄﾚｽを除き、基

本的に侵襲反応の軽減や感染自

体に対する治療とはなり得ません。

したがって、どんなに多くのｴﾈﾙｷﾞ

ｰ投与を行おうと、ｽﾄﾚｽﾎﾙﾓﾝ・炎

症性ｻｲﾄｶｲﾝ放出に見合った内因

性ｴﾈﾙｷﾞｰの供給は宿命的に起こ

り、蛋白異化から同化にｽｲｯﾁを切

り替えることはできません。すなわ

ち、感染症を合併した患者に対し

て栄養療法を行っても、感染自体

がｺﾝﾄﾛｰﾙされない限り、ｱｳﾄｶﾑﾒ

ｼﾞｬｰとしての血清ｱﾙﾌﾞﾐﾝ値の増

加を誘導することはできない。内

因性ｴﾈﾙｷﾞｰの供給を考慮しない

場合、見かけ上外因性ｴﾈﾙｷﾞｰ投

与量が実測の安静時ｴﾈﾙｷﾞｰ消費

量を下回っていても、これに内因

性に供給されたｴﾈﾙｷﾞｰが加わる

と、その総和は消費ｴﾈﾙｷﾞｰを超

えて過剰ｴﾈﾙｷﾞｰ投与になる。 
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例えば胸部食道癌術後の安静時

ｴﾈﾙｷﾞｰ消費量の実測値は

30kcal/体重 kg/日ですが、その

60％前後の外因性ｴﾈﾙｷﾞｰ投与、

つまり18kcal/体重kg/日の栄養投

与でも、代謝動態が脂肪合成優位

になる時期が認められる。もし 25 

kcal/体重kg/日以上の投与を行え

ば、常時代謝動態が

脂肪合成優位になる

でしょう。侵襲期の主

眼は損傷部の修復、

感染症の予防を目的として蛋白合

成を行なうことであり、脂肪合成を

促進することではありません。余

剰となったｸﾞﾙｺｰｽを脂肪に転換し

て貯蔵するためにはｺｽﾄがかかり、

脂肪合成を行うために消費ｴﾈﾙｷﾞ

ｰ量が増大します。侵襲自体により

亢進した消費ｴﾈﾙｷﾞｰ量に、過剰ｴ

ﾈﾙｷﾞｰ投与に起因する増加分（脂

肪合成ｺｽﾄ）が加わり、安静時ｴﾈﾙ

ｷﾞｰ消費量をさらに増大させること

になり、重症患者にNutrition 

stress 栄養ｽﾄﾚｽという負荷を加え

ることになってしまいます。と筑波

大学付属病院の寺島先生の文章

を引用させていただきました。 

感染症と栄養については今回だけ

では述べきれません。 

まずは栄養を含めた予防と適切な

対処が何よりだと思

われます。みなさん気

をつけましょうね。 

炎症・侵襲と栄養 
Nutrition Support Times 

 
 
月日 内容 担当 

6/25 経腸栄養＆試飲会 東別府先生 

7/23 経静脈栄養 田村薬剤師 

8/27 特別講演 院長 

ＮＳＴカンファレンス・回診 
毎週水曜日 PM１：００～８北（８６１） 

   ＮＳＴカンファレンスルーム 

NNCCMM 講講演演会会予予定定((第第４４木木曜曜日日))  こんなことに負けないで！ 

新型インフルエンザのおかげで、NCM講演会もその他勉

強会もすべて中止となってしまいました。残念ですがしか

たありません。栄養をしっかりとってとにかくみなさん体調

管理には十分気をつけてください。こんなときこそ日頃の

チームワークで乗り切ることが必要です。PPM方式のＮ
ＳＴでありますから。がんばりましょうね。 
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